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１．研究報告
挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの深さがイチゴ‘さちのか’
の花芽分化と開花に及ぼす影響
吉田裕一・宮地大介・後藤丹十郎・田中義行・安場健一郎
（農学部附属山陽圏フィールド科学センター）
本村　翔（大学院自然科学研究科）
緒　　言
　わが国で一般的に栽培されているイチゴ（Fragaria
×ananassa Duch.）は主に一季成り品種で，自然
条件下では結実が終了する５月頃から高温長日の夏
期に栄養成長が盛んになり，初秋の低温，短日によっ
て生殖成長に移行し，茎頂分裂組織は花芽を分化す
る。また，窒素中断によって体内窒素濃度が低下し
たイチゴの苗は，日長，温度への感受性が高まり，
花芽分化が促進されることが明らかにされている 
（泰松・木村，1982）。近年省力的な空中採苗による
挿し苗育苗が普及し始めている。ただし，育苗の効
率を高めるには採苗のための労働力を短期集中的に
確保する必要があり，挿した苗の活着率を高めるた
めには自動散水の設備が不可欠である。さらに，‘女
峰’では７月中旬までに採苗した苗と比べて，８月
上旬以降に採苗した苗は花芽の分化がばらつきやす
い（吉田・森本，2010)。そのため，増殖と苗の育
成に広いスペースが必要なポット受けによる育苗に
取って代わるには至っていないが，大規模経営には
必須の技術であると考えられる。
　一方，香川県三木町のイチゴ産地では，育苗ハ
ウスを保有せず，早くから栽培ハウス内のピート
バッグを一部撤去して栽培用の架台上で行う挿し苗
育苗が普及している。この地域には挿し苗育苗中に
苗のクラウン周辺の培地を除去し，クラウン基部を
露出させると，花芽分化，開花が早まるとして，毎
年実施している生産者がいる。著者らはこの情報に
基づき，‘女峰’苗のクラウン周辺の培地を除去し
てクラウンを露出させると茎頂分裂組織付近の植物
体温が培地中に埋没した個体より低くなり，花芽
分化が早まることを明らかにしている（Yoshida・
Motomura， 2011）。本報では，‘女峰’と比較して
花芽分化期が遅い‘さちのか’（森下ら，1997）を
イチゴ育苗用トレイで育苗した場合の挿し苗時期，
採苗時の苗の大きさとクラウンの深さが開花に及ぼ
す影響について検討した結果について報告する。
材料および方法
実験１．挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの
深さの影響（2006）
　2005年９月にピートバッグに定植して栽培した
株を親株として， 2006年6月23日から８月４日まで
２週間ごとに４回，‘さちのか’の ランナー小株を
大苗（展開葉数３～４枚）と小苗（１～２枚）に分
けて採苗した。ただちに，イチゴ育苗培土DX（住
化農業資材）を満たした35穴すくすくトレイ（丸
三産業，容量130ｍL，株間７cm×７cm）に各４
トレイ（140株）ずつ挿し苗した。さし苗後は５日
間，日中は30分に１回，夜間は４時間に１回２分
間ずつ散水し，その後徐々に散水回数を減少させ
た。それぞれ挿し苗の８日後から，大塚Ａ処方25％
液を週３回，８月28日の最終追肥日まで，株当た
り約30mL （１L /トレイ）ずつ施用した。８月29日
にクラウンの深さを調査した後，クラウン露出処理
を行った。クラウンの深さは全個体について調査し，
次の３段階に分類した。
　深：分裂組織付近が明らかに培地中に埋没してい
るもの
　中：判定が困難なもの
　浅：分裂組織付近が明らかに培地表面から露出し
ているもの
上記の深植えの苗の一部と中程度の苗に対して前報
（Yoshida・Motomura， 2011）と同様にクラウン露
出処理を行い，挿し苗日ごとに約70個体を浅植え
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の露出処理区として，無処理の深植え区と比較した。
９月20日に各処理区40株ずつを農学部附属山陽圏
フィールド科学センターガラス室（Ｃ温室）内に設
置したピートバッグに定植し，頂花房と一次腋花房
開花日を調査した。また，９月25日に各処理10個
体ずつサンプリングし，酢酸アルコール（酢酸５：
エタノール45：水50）で固定後，実体顕微鏡下で
花芽の分化・発育段階を判定した。
実験２．苗の大きさ，クラウンの深さと定植時
期の影響（2008）
　2008年７月14日に大苗と小苗を2006年と同様に
各15トレイずつ挿し苗した。挿し苗９日後から，
大塚A処方25％液を週３回，８月25日の最終追肥
日まで株当たり約30mLずつ施用した。９月２日に
クラウンの深さを調査した後，実験１と同様にクラ
ウン露出処理を行い，大小それぞれ約半数の苗を露
出処理区とした。９月20日，25日，30日に各処理区
それぞれ７バッグ56株ずつ定植し，頂花房と一次
腋花房開花日を調査した。各定植日に各処理区５個
体ずつサンプリングして花芽分化段階を検鏡した。
結　　果
実験１．挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの
深さの影響（2006）
　第１図に示したように，大苗の８月４日挿し苗区
では浅植え状態になっていた個体はわずか２％だっ
たのに対し，６月23日挿し苗区では43%が浅植え状
態になっていた。小苗でも同様の傾向が認められ，
６月23日挿し苗区では浅植え状態の個体が24%だっ
たが７月下旬以降に挿した苗はほとんどが深植え状
態であった。 
　第２図に示したように，大苗，小苗ともに全ての
処理区で，挿し苗時期が早いほど花芽分化が早くな
る傾向にあり，多くの処理区で深植え区と比較して
露出処理区の花芽発育が進んでいた。６月23日挿
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第１図　挿し苗日がクラウン露出処理前のクラウンの深さに及ぼす影響（2006/8/29）
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　　 第２図　挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの深さが‘さちのか’の花芽分化に及ぼす影響 (2006/9/25)
　　　　　　花芽発育段階　０：未分化　１：分化開始期（膨大期）　2：分化期（２分期）　３：がく片分化期
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し大苗の深植え区では，がく片分化期に達している
個体は全くなかったのに対して露出処理区では，10
個体中４個体ががく片分化期に達していた。８月４
日挿し大苗の深植え区では10個体中９個体が未分
化であったのに対して，露出処理区で未分化の個体
は５個体であった。また，８月４日挿し小苗の深植
え区では，全て未分化だったのに対して，露出処理
区では10個体中２個体が分化していた。全体的に
小苗は大苗と比べて花芽分化が遅く，露出処理の効
果がやや小さかった。
　頂花房と一次腋花房の開花株率の推移を第３図
に，開花日の平均値と分散分析の結果を第１表に示
した。‘さちのか’は‘とよのか’と比較して花芽
分化期と花芽の発育速度がともにやや遅いことが示
されており（森下ら，1997），本実験においても‘女
峰’（Yoshida・Motomura, 2011）と比較して全体的
に頂花房の開花が遅く，ばらつきが大きかった。 
６月23日挿し区ではクラウン露出処理区と深植え
区の平均開花日の差はわずかに３日であった。しか
し，挿し苗が遅くなるほどクラウンの深さの影響は
大きくなり，８月４日挿し区では露出処理区が深植
え区より顕著に早く，その差は11日であった。また，
大苗の深植え区では挿し苗が遅くなるにつれて開花
は遅くなり，６月23日挿し区と８月４日挿し区と
の差が22日であった。それに対して，露出処理区
では挿し苗日にかかわらず11月16 ～ 18日の間であ
り，挿し苗時期の遅い苗で効果が大きかった。小苗
も大苗と同様の傾向が認められ，７月21日，８月
４日挿し苗区では深植え区と露出処理区の間に約２
週間の差が認められた。しかし，大苗と比べるとク
ラウン露出処理の開花促進効果はやや小さく，６月
23日挿しと８月４日挿しの露出処理区の間には平均
開花日で12日の差が認められた。
　分散分析の結果，頂花房の開花は大苗の開花が小
苗より有意に早かったが，全処理区の平均ではわず
か2.5日の差であった。ただし，挿し苗日との間に
第３図　挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの深さが‘さちのか’の開花に及ぼす影響（2006）
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有意な交互作用が認められ，７月21日，８月４日
挿し区で大苗が小苗より特に早く，６月23日挿し
区では逆に小苗がやや早かった。腋花房では大苗と
小苗の差はほとんど認められなかったが，深さと挿
し苗日については頂花房と同様に処理区間に有意な
差が認められた。
実験２．苗の大きさ，クラウンの深さと定植時
期の影響（2008）
　第４図に示したとおり，９月20日時点では，大苗，
小苗ともに深植え区では全て未分化であったが，ク
ラウン露出区では５個体中１個体だけが分化開始期
と判定された。９月25日では深植え区でも大苗は
５個体中２個体が花芽分化していた。小苗では全て
未分化であった。クラウン露出区では小苗でも５個
体中２個体が花芽分化していた。９月30日には深
植え区の小苗でも５個体中３個体が花芽分化してい
た。
　第５図と第２表に示したように，2008年の実験２
においては実験１と比較して全般に頂花房の開花が
遅く，大苗と小苗の間にはほとんど違いが認められ
なかった。９月20日定植区では，深植え区の開花
が特に遅く，開花始めが11月25日，平均開花日が
12月10日であった。しかし，露出処理区では11月
10日過ぎから開花が始まり，平均開花日は11月28
日で2006年の実験１よりわずかに遅れたが全処理
区の中で最も早かった。９月25日と９月30日定植
区では，クラウン露出処理区と深植え区の平均開花
日の差は１～２日とわずかであった。しかし，いず
れも露出処理区が早く，全体としては実験１と同様
に露出処理区の開花が有意に早かった。９月25，30
日定植区の平均開花日は９月20日定植のクラウン
露出区より５日程度遅く，深植え区より約1週間早
かった。一次腋花房の開花も頂花房と同様の傾向に
あった。
　　 第１表　挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの深さが‘さちのか’の開花に及ぼす影響 (2006/9/20 定植 )
処理 頂花房 腋花房
大苗 11/25.0 1/4.6
小苗 11/27.5 1/5.9
　　　深植え　　　　クラウン露出　 　　　深植え　　　　　クラウン露出　　　
6/23 挿し 　11/18.1　　　　　11/15.1　 　1/ 3.6　　　　　　12/30.3　　　
7/ 8 挿し 　11/24.5　　　　　11/18.7　 　1/ 4.2　　　　　　12/23.6　　　
7/21 挿し 　12/ 3.4　　　　　11/20.8　 　1/12.2　　　　　　　1/ 4.1　　　
8/ 4 挿し 　12/10.8　　　　　11/21.5　 　1/17.4　　　　　　　1/ 8.3　　　
ANOVA
深さ（A） ＊＊ ＊＊
大きさ（B） ＊＊ NS
挿し苗日（C） ＊＊ ＊＊
A× B NS ＊
A× C ＊＊ ＊＊
B× C ＊＊ NS
NS, ＊ , ＊＊ : 有意差なし , ５％ , １％水準で有意な差があることを示す（F-test）
　　　調査日　　苗サイズ　　　　大苗　　　　　　　　　　　　　　　　　 小苗
　　　　花芽発育段階　　　深　　　　　　　　露出　　　　　　　　　　　深　　　　　　　　露出
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　　 　　 第４図　苗の大きさとクラウンの深さが‘さちのか’の花芽分化に及ぼす影響 (2008)
　　　　　　　　 花芽発育段階　０：未分化　１：分化開始期（膨大期）　２：分化期（２分期）
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考  　察
　本実験の結果，前報（Yoshida・Motomura, 2011）
の‘女峰’と同様‘さちのか’においてもクラウン
露出処理によって花芽分化と開花が促進されること
が確認された。前報でも指摘したようにクラウンが
培地に埋没していると茎頂分裂組織付近の温度が培
地温と同等に推移することになり，クラウンを露出
させた株と比較して高くなる。クラウン露出処理に
よって，茎頂分裂組織付近の温度が低下したことが
花芽分化期と開花期の前進化に影響したものと考え
られる。ただし，挿し苗時期の早い処理区では遅い
処理区と比較して，クラウン露出処理の効果が小さ
かった。この結果も前報の‘女峰’と同様であり，
時間の進行と栄養成長量の増大による苗の充実，そ
れに伴う幼若性の消失ならびにC/N比の上昇など
様々な要因が花成促進に影響していることは間違い
ないといえるだろう。また，育苗期間が長くなると
潅水による表面の培地の流亡や成長に伴うクラウン
の伸長などの影響で，浅植え状態の株の割合が徐々
に高くなった（第１図）。すなわち，十分な育苗期
間をかけて育成された大きな苗であればわずかな分
裂組織付近の温度差が花芽分化に強く影響すること
はなく，かつ温度差も小さくなると考えられるため，
あえてクラウン露出処理を行う必要性は低いといえ
る。
　一方で，３枚以上の葉を展開した大苗の場合，８
月４日挿しでもクラウン露出処理を行えば70%以上
の株が11月20日までに開花した（第３図）。大苗の
場合，平均開花日には６月23日挿しから８月４日
挿しまでの間でほとんど差が認められず，育苗期間
は45日程度で十分だといえる。しかし，苗の大き
さと挿し苗日との間には有意な交互作用が認めら
れ，小苗については挿し苗時期が遅くなるほど開花
が遅れる傾向にあった。実験１では７月７日挿しだ
と大苗と小苗の間に差が認められず，７月21日挿
しでは顕著な差が認められた。また，７月14日に
挿し苗した実験２では苗の大きさの影響が認められ
なかった（第２表）。これらのことから，挿し苗時
の苗が小さい場合に‘さちのか’の花芽分化を安定
化させるためには育苗日数60日では十分とはいえ
ず，65日以上必要と考えられる。ただし，‘とちお
とめ’，‘もういっこ’など‘女峰’ 以外の品種の場合，
今回育苗に用いた35穴のすくすくトレイだと24穴
トレイと比較して間欠冷蔵処理による花芽分化促進
効果が劣ることが確認されている（吉田ら，2014）。
野菜や花卉の育苗に用いられる一般的なセルトレイ
では，高頻度で養水分を供給すれば根域容量は成長
抑制要因とはならず，密植による苗の占有面積，す
なわち株当たりの受光量の不足が苗の成長量を制限
している場合が多い（後藤ら，2001）。イチゴでも
苗の占有面積がポットのサイズより暗黒冷蔵処理に
よる花芽分化促進効果の発現に強く影響することが
報告されている（奥ら，2013）。従って，イチゴ用
育苗トレイにおいても栽植密度を低下させれば，短
い育苗日数でも充実した苗を育成して花芽分化を安
定化させることが可能になる可能性が高い。スペー
第５図　苗の大きさ，クラウンの深さと定植時期が
‘さちのか’の開花に及ぼす影響（2008）
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シングなどによる栽植密度低下は必要なスペースの
増大につながり育苗の効率は低下するが，トレイ育
苗でも今後検討する価値があると考えられる。 
　一方で，育苗の効率性，経済性の面では，①空中
採苗における増殖率と必要な親株の確保，②葉欠き
やランナー取り，炭疽病を中心とする病害虫防除な
ど挿し苗後の苗管理に必要な労力と時間，③長期間
育苗するためのスペースの確保など，いずれも挿し
苗時期が遅いほど効率が高まると考えられる。苗の
活着率向上の点では，梅雨明け後の高温乾燥期に挿
し苗するより梅雨明け前の早い時期が優れると考え
られるが，その他には早期の採苗，挿し苗の利点は
少ないといえる。実験１では８月４日挿しでも大苗
であればクラウン露出処理によって６月23日挿し
苗区とほぼ同じ時期に開花した。また，７月21日
挿しの小苗であってもクラウン露出処理を行うこと
によって極端に開花の遅れる個体を30％程度にまで
減少させることができた（第３図）。早い時期に挿
した苗と比較すると開花が遅れる株の比率は増加す
るが，作型の分散化を前提とした一定規模以上の栽
培であれば７月中旬に挿し苗して，大苗は早期開花
を狙った早植えに，小苗を連続出蕾，開花を狙った
　　 第２表　苗の大きさ，クラウンの深さと定植時期が‘さちのか’の開花に及ぼす影響（2008/7/14 挿し苗）
処理 頂花房 腋花房
大苗 11/25.0 1/4.6
小苗 11/27.5 1/5.9
　　　深植え　　　　クラウン露出　 　　　深植え　　　　　クラウン露出　　　
9/20 定植 　12/10.4　　　　　11/28.3　 　1/14.9　　　　　　1/ 3.4　　　
9/25 定植 　12/ 3.5　　　　　12/ 1.4　 　1/ 8.1　　　　　　1/ 7.8　　　
9/30 定植 　12/ 4.1　　　　　12/ 3.2　 　1/ 8.1　　　　　　1/ 6.9　　　
ANOVA
深さ（A） ＊＊ ＊＊
大きさ（B） NS NS
挿し苗日（C） NS NS
A× B NS NS
A× C ＊＊ ＊＊
B× C NS NS
NS, ＊＊ : 有意差なし , 1％水準で有意な差があることを示す（F-test）
　　 　　 第６図　2006 年（実験１）と 2008 年（実験２）８～９月の半旬ごとの平均気温（岡山地方気象台）
　　　　　　　と岡山における日長（日の出～日の入り，国立天文台）
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遅植えに利用することによって省力的に‘さちのか’
の苗を育成することが可能であると考えられた。
　‘さちのか’は‘とよのか’と比較して花芽分化
期と花芽の発育速度がともにやや遅いことが示され
ており（森下ら，1997），本実験においても‘女峰’
（Yoshida・Motomura, 2011）と比較して全体的に頂
花房の開花が遅く，ばらつきが大きかった。特に
2008年の実験２では2006年の実験１と比較して開
花が遅く，平均開花日が11月末となり，年内収量
はわずかしか期待できない結果になった。第６図に
は，岡山市における2006年と2008年の８月から９
月の平均気温の変化を半旬ごとに示した。2006年は
８月末からほぼ平年並みの気温で推移し，近年の温
暖化傾向の中では涼しい年であった。一方，2008年
は８月下旬に平年値を下回ったものの９月は第５半
旬まで平年より１から３℃高くなった。実験２では
この高温が影響して花芽分化が大幅に遅れ，９月20
日時点でほとんどが未分化となったのであろう。た
だし，開花については９月20日定植のクラウン露
出区のみ開花が早かった。イチゴの花芽分化は高窒
素栄養条件下で抑制されるため，施肥中断が広く行
われているが，過度の窒素飢餓状態ではむしろ分化
が遅れることが示されている（前川・峰岸，1991）。
クラウン露出処理を行った苗は，９月20日の時点
で形態的には未分化であったものの，ほぼ十分な花
成刺激を受けて分化直前の状態にあった個体が多
く，定植後十分な養分を吸収して花芽の分化と発育
がともに促進されたと推察される。それに対して，
25日以後に定植された苗は20日以降窒素飢餓状態
になっていたと推測され，９月20日定植の深植え
区よりは開花始めが早くなったものの，養分吸収が
遅れて花芽の発育が抑制されたため，９月20日定
植のクラウン露出処理区よりも遅くなったと考えて
よいだろう。
　花芽分化に及ぼす日長の影響について見れば，‘女
峰’では，８月第６半旬から９月前半の気温が低く
推移した年は開花が早いことから，８月25日頃か
らの日長 (日の出～日没）約13時間が花成誘導ある
いは抑制に作用する限界日長であると推定されてい
る（吉田，2014）。しかし，実験２においては８月
第６半旬の低温が花成誘導に作用せず，９月初めか
ら気温が平年並みで経過した実験１で花芽分化が早
かったことから，‘さちのか’では８月中は長日に
よって花芽分化が抑制され，９月初め以降の温度の
変化が花芽分化期の年次変動に影響していると考え
られる。岡山市における９月１日の日の出が５時37
分，日の入りが18時32分であることから（国立天
文台，2015），‘さちのか’が気温の低下に反応して
花芽分化する限界日長は‘女峰’より少し短く，12
時間50分程度と推定された。 
摘　　要
　‘さちのか’をイチゴ育苗用35穴トレイで挿し苗
育苗し，挿し苗時期，苗の大きさとクラウンの深さ
がイチゴの花芽分化と開花に及ぼす影響について調
査した。挿し苗が早いほど，また挿し苗時の苗が大
きいほど花芽分化と開花が早くなる傾向にあった。
クラウン露出処理は‘女峰’と同様に‘さちのか’
でも花芽分化促進効果が認められたが，その効果は
育苗日数が短い小苗ほど大きかった。促成栽培用品
種の中では花芽分化期が少し遅い‘さちのか’で花
成抑制あるいは花成誘導に作用する限界となる日長
は12時間50分程度であり，‘女峰’（約13時間）よ
り長いと推定された。
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